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新しい機能が次々と見出され，そこか
ら派生するリード化合物を含め，様々
な用途へ多様な展開を遂げる。

その発見の端緒は様々である。植物
成長調整剤としては，フジワン処理し
た育苗箱での良好なイネ苗生育が確認
されたことが，ムレ苗防止効果と健苗
育成効果の発見につながる。また，フ
ジワン処理した水田でイネ刈跡後のヒ
コバエが多い，生殖生長期の下葉枯れ
が少ない，根張りが良く融雪後の田起
こしが大変などの各地から寄せられた
声を契機に，植調協会の適用性試験を
行い，イネ籾の登熟歩合向上や高温登
熟下における白未熟粒の発生軽減へと
適用拡大される。さらに，イネ苗の発
根促進をヒントに，フジワンを土壌混
和処理したナシ衰弱樹で樹勢が回復し
たことから，ナシの白紋羽病防除効果
が見出された。水溶液剤（ザルート ®

液剤）はキク，カーネーションの発根
促進剤として登録され，フジワン乳剤

は温州ミカンの高温条件による着色障
害に対する果皮着色促進剤として委託
試験を経て，現在登録申請中である。
フジワンにみるこのような多面的な作
用は，新たな環境ストレス耐性付与剤
の開発意欲に弾みをつける。

イソプロチオランを生んだ「フジワ
ンケミストリー」は，植物成長調整剤
以外にも，殺虫剤や医薬品分野へと大
きく展開している。フジワンを散布し
た圃場でトビイロウンカ増殖（密度）
抑制効果が見られたとの報告から，殺
虫剤スクリーニング法が見直され，フ
ジワンをリード化合物としたウンカ類
防除剤「アプロード ®」が誕生した。

この他，ラットによる経口毒性試験
のなかで，その摂食忌避行動から野鼠
食害忌避作用が，さらにその解剖所見
から肝機能向上が見出され，鶏や牛の
脂肪肝治療剤に，また，肝障害モデル
スクリーニングから，ヒトの肝硬変に
おける肝蛋白代謝改善剤が開発され

た。
また，医療用水虫薬の国内トップ

シェアの「ラノコナゾール」，「ルリコ
ナゾール」もフジワンの安全性研究か
ら派生した。当初は農薬としては致命
的な「太陽光に弱く光分解することか
ら植物向けには使えない」から，「人
体には使えるのでは」との研究者の発
想転換を取り入れ研究を続け，強い抗
真菌活性と水虫の原因菌である白癬菌
によく効く有効成分の発明となった。

(3) 除草剤探索から派生した殺虫
剤「フェニックス ®」

殺虫剤の有効成分であるフルベンジ
アミドは，幅広いチョウ目害虫に対す
る高い効果，速やかな食害抑制効果，
優れた効果持続性，既存薬剤抵抗性害
虫に対する優れた効果，天敵・有用昆
虫への安全性等，多くの特長を有する
世界初のジアミド系殺虫剤である。

この発見の端緒も除草剤探索にあ
る。ピラジンというヘテロ環にジアミ
ド構造が置換した新規化合物は除草活
性が低く，活性向上のために様々なヘ
テロ環へと変換したところ，除草活性
は向上したものの，作物への薬害を克
服できずにいた。そこで，化合物の物
性を変化させ植物体への移行を制御し
て薬害を回避しようと考え，ヘテロ環
をベンゼン環としたフタル酸構造とし
たところ，除草活性はほとんど消失し
てしまったが，殺虫剤評価試験におい
てチョウ目害虫に対し，これまでの殺
虫剤にはない特徴的な作用症状が観察
された。新規かつユニークな作用症状

表-1　 日本農薬で開発された農薬原体および医薬・動物薬原末，化学品原体
登録年度 原体名 用途と商品

1974 イソプロチオラン 水稲用殺菌剤・植物生長調整剤「フジワン🄬🄬🄬🄬」

1976 フルオルイミド 園芸用殺菌剤「ストライド🄬🄬🄬🄬」

1983 ブプロフェジン 水稲、園芸用殺虫剤「アプロード🄬🄬🄬🄬」

1984 クロルフタリム 花き、芝、林業用除草剤「ダイヤメート🄬🄬🄬🄬」

1985 フルトラニル 水稲、園芸用殺菌剤「モンカット🄬🄬🄬🄬」

1991 フェンピロキシメート 園芸用殺虫・殺ダニ剤「ダニトロン🄬🄬🄬🄬」

1993 デブフェンピラド 園芸用殺虫・殺ダニ・殺菌剤「ピラニカ🄬🄬🄬🄬」

麦・芝用除草剤「エコパート🄬🄬🄬🄬」

ばれいしょ枯凋剤「デシカン🄬🄬🄬🄬」

非選択性除草剤「サンダーボルト🄬🄬🄬🄬007」 ※

1999 インダノファン 水稲、麦用除草剤「ダイナマン🄬🄬🄬🄬」「マサカリ🄬🄬🄬🄬」「ライジンパワー🄬🄬🄬🄬」

2002 トルフェンビラド 園芸用品殺虫・殺菌剤「ハチハチ🄬🄬🄬🄬」*

2003 チアジニル 水稲用殺菌剤「ブイゲット🄬🄬🄬🄬」「アプライ🄬🄬🄬🄬」

2007 フルベンジアミド 園芸、芝用殺虫剤「フェニックス🄬🄬🄬🄬」「スティンガー🄬🄬🄬🄬」

2009 メタフルミゾン 園芸用殺虫剤「アクセル🄬🄬🄬🄬」

2010 ピリフルキナゾン 園芸用殺虫剤「コルト🄬🄬🄬🄬」

2015 ピフルブミド 園芸用殺ダニ剤「ダニコング🄬🄬🄬🄬」

2018 ピラジフルミド 園芸、芝用殺菌剤「パレード🄬🄬🄬🄬」「ディサイド🄬🄬🄬🄬」

1985 マロチラート 肝蛋白代謝改善剤「カンテック🄬🄬🄬🄬」

1988 イソプロチオラン 牛の肝疾患および脂肪壊死症用剤

1994 ラノコナゾール 医療用外用抗真菌剤「アスタット🄬🄬🄬🄬」

2003 メタフルミゾン シロアリ防除剤

2005 ルリコナゾール 外用抗真菌剤・爪白癬剤

2006 ピリプロール イヌ用ノミ・ダニ防除剤、シロアリ防除剤
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と化学構造の新規性が注目され，殺虫
剤として評価，化合物選抜が進められ，
殺虫剤「フェニックス ®」が誕生した。

最後に，総合研究所の充実した施設
の隅々をご案内していただき，三位一
体やオールランドスクリーニング体制

など興味あるお話を熱心にまた懇切丁
寧にしていただいた，研究所長の元場
一彦氏，探索マネージャーの村田哲
也氏，安全性マネージャー栂 哲夫氏，
植物グループリーダー清川貴弘氏，代
謝・環境グループリーダーの吉實隆志
氏，全体調整をしていただいた市場開

発本部開発部の大塚 隆氏には心より
感謝申し上げる。

同行者は，（公財）日本植物調節剤研究協会　
仮谷道則
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「飼料用米多収日本一」は，国産飼料用米の本作化を推進す
るため，飼料用米の単収向上の優れた取り組みを表彰すること
で，農林水産省と（一社）日本飼料用米振興協会が主催し，平
成 28 年（2016 年）度から実施されている。

全国の飼料用米生産者のうち，多収品種（知事特認を含む）
の作付面積がおおむね１ha 以上で，生産コスト低減等に取り

組む経営体からの応募を受け，学識経験者等で構成される審査
委員会による審査を経て，①単位収量の部，②地域の平均単収
からの増収の部ごとに，農林水産大臣賞，政策統括官賞，全国
農協組合中央会会長賞等の各賞を選出している。

ここでは，平成 28 から 30 年度の単収の部のベスト 3 を表
に示した。ほぼ 10 ａ当たり 1t に近い収量を上げている。（K.O）


